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養育態度についての認知の親子聞のずれと子どもの性格との関係については，従来主として親の知
覚する態度よりも子どもの知覚する親の態度の有効性の考察やH《 u，m，そのずれが結果として子ど
もの性格に与える影響・が考・察されている川町川、。認知のずれの原因がなんであろうと，子どもの側
でかれが認知した態度が認知の正確な報告であれば，それがかれの行動IC影響を与える乙とは疑いな
い。しかし同時に子どもの性格要因がかれの親の態度認知iζ与える影響についての吟味も必要であろ
う。 前報<8> で現在の母親の養育態度の認知について分析した。 過去の記憶に基づく認知とは異な
り，記憶の誤りによる歪みは少ないと考えられるが，親子聞にかなりの認知差がみられた。家族の行
動についての認知に対する家族織成員聞の相闘はチャンス水準をわずかに上回る程度ω，ω ともいわ
れ認知差がある乙とは当然ともいえる。 対人認知や態度認知i乙働く多くの要因の分析が必要である
が，本報告では，その重要な要因の1つとして考えられる性絡をとりあげ認知差との関係を検討して
みた。子どもの側からみた親の認知との一致・不一致と子どもの性格特性との関係を発達的IC，性別
lζ吟味することを目的としている。
手続及び方法
前報告調査時i乙同じ対象児童(小学5年，中学2年，高校2年，男115名，女154名)に矢田部・ギ
Jレフォド性格検査(小学，中学，高校生用各版)を実施した。検査の結果は性格特性のプロフィルの
分類判定(準型と亜型を含めて5類型，小学生用j坂の旧判定法による)と各性絡特性 (12尺度.6特
性，小学生版では内省性と衝動性の特性を欠いているので4特性)のそれぞれとについて認知差との
関係をみた。小学生版の内向性一外向性と中高生版の非主導的一主導的の特性は含まれる尺度の名称、
が同じであるので同ーの特性として取り扱った。また，各特性iζ含まれる数穫の尺度の標準点の平均
値をもって特性の点とし，3点を中心として上 ・下に分け3段階の特性程度として検討した。
( 1 ) 
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結果
I 箆知の一致と性格 前報の認知差の分析では，各生活領域 (10領域，藤原叩の質問紙による)
における養育態度の親子聞の認知の一致・不一致の比は，小学生の「手伝い」の領減を徐き，有意な
領域はいずれも一致の方向が多い乙とがみられた(前報第2表)。しかし，各生活領域どとの一致・
不一致の発達差-は「将来Jの領域を除き他に有意に認められなかった。乙の「将来J領域について，
溺愛，専制，民主の各養育態度の型山 (放任型は対象が僅少なので省略〉の発達差をみたが有意と
は認められなかった(前報第5表)。全学年について上記の3つの養育態度の各一致若手とプロフィル
類型との関係をみたが有意でなかった。各性格特性については，有意差の認められたのは主導性・向
性のみであった(第l表)0 r 
将来」領域における専制型，民
主型での認知の一致の場合に主
導 ・外向的傾向のものが多く，
溺愛型の一致では内向的なもの
が多くなっている。有主主差を示
さなかった他の5特性について
は，どの態度型での一致もその
特性の普通段階を示すものが多
かった。
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一致・不一致の性差の有意な領援は「将来J. r勉強J，r趣味J. r手伝いJ. r小遣いJの各
領域であるが，乙れらの領域におけるそれぞれの認知の一致と懇のとる養育態度 (4型)の聞には性
差は認められない。しかし， 5領域を通じての裳育態度iζは性差が認められた(前報第9，10表)。
性別による一致群のζの5つの領域にみられる袋育態度と性格プロフィル類型との関係、は有意でな
く，また性格特性で有意であっ
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? 第2表一致する認知態度と性格特性(男子第) (5生活領詩的
五竺! 主導性 ・ 向性非主導・内向的 |普 通 |主 樽・外向的
放 任 44 (7) 31 (5) 25 (4) 
溺 愛 40 (4) 40 (4) 20 (2) 
Z厚 制 20 (5) 36 (9) 44 (11) 
民 主 15 (30) 36 (72) 49 (98) 
x 2=40. 204 P <0. 001 
( )内は額数
( 2 ) 
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I I忍知の不一致と性格 4つの益宵態度の型において親子問lζ12の不一致がみられるが， ζれを3
2れζ分けて分析した (前報提!6表)。一致 ・不一致の発達差の認められた「将来J領域においては不
一致の傾向はほとんどが，貌の「望ま しい態度(民主型)Jでの認知と子どもの「望ましくない態度
(溺愛，~制， 放任型) Jでの認知との聞の不一致である。学年とともに綬の民主的態度を放任的と
とる傾向が噌え，溺愛，専制的ととる傾向が減少している。乙のずれの発達差は有意であったが，性
絡検査に関して対象が少なく ，統計的検定ができにくいため，全学年を通じて乙の不一致群i乙含まれ
る3つのずれの傾向と性格の関係をみた。プロフィル類型との関係は有怠でなく ，性格特性のなかで
有志なものは活
動性及び社会適
L謡試2玄討乱L!1午:tしドμ凶非純畑J陥活糊 J動Jf
民也ヱ|ぉω|ぉωl幻 (3)己主よどと己主
主医院|告臨時|説話
( )内は額放
応性であった
(第3表)。活
動性では，親の
民主的態度を欽
任的ととるもの
に非活動的傾向
.普通段階を示
すものが多く，
溺愛的にとるものは普通段階のものが多く，専制的にとるものは活動的傾向を示すものが多い。社会
適応、性については，殺の民主的態度を放任的に認知しているものがより適応を示し，溺愛，専制的lζ
偲知しているものは不.iJ!i応を示すものが多く，次に普通段階のものとなっている。非活動的または普
通段階のもので社会的適応の良いものは，裂の民主的態度を欽任的と認知し，活動性普通段階のもの
で社会的不適応を示すものは民主的態度を溺愛的と認知し，活動的だが社会的不巡応を示すものは専
制的と認知するという傾向を示す結果である。
性差の認められた前記5生活領域での不一致は男女とも上述のずれの傾向と同じであり (前報第
10， 11表)，男子iζ強かったが，性格のプロフィル類型，各特性については男女とも有窓な関係は認
められない。各領峨ともどのずれの型も普通段階の特性傾向を示している。
• a知の一致程度と性格 各生活領域の認知の一致する場面を得点化 (10場面， 0点から10点)し
て一致の程度を上，中，下の3段階l乙分類して検討したが(前報ロ， 13表)，その発達差，性差は有
ぷであった。一致程度と性絡プロフィル類型との関係は，発途段階別，性)JIJIζ，一致程度の高いもの
が安定型，平均型が多い傾向がみられ，森ら (7) の結果と類似しているが有意ではなかった。性絡特
性のなかで有意と認められたのは，小学生において向性，高校生において街動性であった(第4表)。
小学生では，一致杭度の高いものほど外向的であり， 低いJjlζ内向的な傾向がみられる。 高校生で
は，一致程度の中，高のものに衝動的傾向がみられるが，高いものでも非衝動的なものがかなり認め
られる。街怠ではなかったが，小学生においても同級に外向性，衝動性傾向がみられるが，一致程度
の低い方にややその似向がみられ，小 ・高生とは逆の結果を示した。
( 3 ) 
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性別による一致程度と性絡の
関係、li，プロフィル類型，各特
性とも有意ではかった。
各一致程度 (3段階)内での
性差をみると有意な性格特性は
第5衰の通りであった。上の段
階では，向性で男子が外向性，
女子は内向性，普通段階のもの
が多い。中の段階では向性で，
男子の外向性，女子の内向性の
多い乙とがみられる。活動性で
は，女子に活動性のものが多い
が，男子に比して非活動性のものも多
く，男子では普通程度のものが多い。
下の段階では，社会適応性，活動性，
情緒安定性lζ有意差がみられ，男子と
もに普通程度の特性のものが多いが，
男子lζ社会的不適性，情緒不安定性を
示すものが多く，女子では非活動的な
ものが多くみられる。
以上の結果は子どもの似qからみた認
知と性格の関係であるが，一致・不一
致iζ発達差，性差のみられる領域が少
なく，また性格特性との関係のない函
の存在などがあり， -i量的な解釈は図
建である。認知の一致の程度1ζ，男子
において外向性，女子において内向性
が有意に関係しており，認知の一致す
る養育態度にも向性が関係、しているの
で，向性が何らかの彫響を態度箆知に
与えるととは考えられるが，どのよう
に働きかけるかその機制は明確ではな
い。同じ経験は親子1(.同級な知覚をも
児 il 学
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たらす乙ともあるが，異なってそれを
知覚する乙とも可能であり，また，報告の怠ぷ的 ・ 費時ぶi.)的な歪曲の怠加も~えられる。乙れらを越
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えて認知の一致に向性が影響するとしても，男女相反する向性が，母親と類似の反応を生じさせるの
か，逆』ζ母綬がそのような向性をもっ子どもとの彼触の機会が多く ，理解の程度が高く類似の反応を
生じさせるのかは不明である。認知の一致する益育態度の型についても向織に母親側の認知の仕方に
関係する。養育態度の認知については，現実の護育方法そのものや親子関係のあり方が影響を与える
乙とは当然であるが，性絡要因の面からは， 子どもの性格だけでなく ，両綬の性格やその夫婦関係の
あり方も影響を与えると考-えられるので，今後，綬の態度認知と性絡，適応、の関係の吟味を続りて行
い本報告の結果と併せて考察を加えたい。
要 約
殺の養育態度の綾子聞の認知の差異について吟味したiiJ報告に続いて，子どもの側よりみた認知の
一致・不一致と性格との関係を吟味するため前報告の対象児童 269名に，矢図書E・ギJレフォド性絡倹
査を実施した。前報の結果で一致・不一致の位五 ・発途差の認められた去を育の鋲域について，性格と
の関係をみて次の結果を得た。
1) ~忍知の一致する群では， ・認知する家主育態度の頬型により方向は異なるが向性との関係がみら
れ，男子において乙の傾向は強い。
2)忽知の不一致群では， そのずれの方向により性絡特性との関係、は乙となるが， 全体的に活動
性，社会的不適応性との関係、がみられた。
3)一致程度のおい群で，小学生において外向性，高校生で衝動性の傾向が多くみられた。
4)各一致程度の段階内で，性差のみられた性格特性は，上の段階で，男子の外向性と女子の内向
性，中の段階で男子の外向性と女子の内向性，活動性，下の段階で男子の社会的不通-応性，t由緒不安
定性， 女子の適応性，~活動性などで，いずれも多い傾向がみられた。
今後，綬の態度認知とその性格特性との関係の分析を待って，養育態度の綾子間認知差に働く性絡
要因の吟味を進めたい。
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